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大
阪
府
・
大
阪
市
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
御
理
解
、
御
協
力
の
も
と
に
、
一
九
九

五
年
度
か
ら
一
○
カ
年
の
長
期
的
展
望
と

編
纂
体
制
を
と
と
の
え
、
本
格
的
な
大
阪

の
部
落
史
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。本
委
員
会
の
発
足
に
先
立
ち
ま
し
て
、

大
阪
の
部
落
史
編
纂
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
の
は
、
’
九
九
二
年
の
七
月
で

し
た
。
そ
し
て
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府

連
合
会
、
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
、

大
阪
市
同
和
事
業
促
進
協
議
会
、
部
落
解

放
研
究
所
、
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
な
ら

び
に
部
落
史
の
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
こ
え
た

実
証
的
研
究
を

大
阪
の
部
落
史
委
員
会
、
発
足

上
田
正
昭
（
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
委
員

長
。
大
阪
女
子
大
学
学
長
）

れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま

し
た
の
は
、
こ
こ
二
○
年
ば
か
り
の
間
に
、

各
地
域
の
部
落
史
を
め
ぐ
る
調
査
と
研
究

が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
大
阪
に
お
い
て
は
大
阪
府
全
域
を

視
野
に
入
れ
た
部
落
史
の
あ
ら
た
な
究
明

は
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

’
九
九
二
年
の
七
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
大
阪
の
部
落
史
編
纂
委
員
会
は
、
二
つ

の
目
的
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
は
、

大
阪
の
部
落
史
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
研
究
会
を

組
織
す
る
こ
と
、
そ
の
第
二
は
、
部
落
史

に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
史
料
を
収
集
か
つ

整
理
す
る
こ
と
で
し
た
。

第
一
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
毎
月
、
研
究

会
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
の
部
落
史
の
史
実

の
評
価
な
ら
び
に
研
究
の
視
角
と
方
法
に

つ
い
て
の
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
『
新
修

大
阪
の
部
落
史
』
上
・
下
と
し
て
刊
行
し

ま
し
た
。

第
二
に
つ
い
て
は
、
①
大
阪
府
下
の
「
市

町
村
史
」
の
部
落
問
題
関
係
の
目
録
、
②

『
救
済
研
究
』
・
『
社
会
事
業
研
究
』
の
部

落
問
題
関
係
の
目
録
、
③
「
時
事
新
報
」
．

阪
毎
日
」
な
ら
び
に
戦
後
大
阪
の
部
落
問

題
関
係
新
聞
記
事
の
目
録
、
④
大
阪
府
・

市
会
の
「
議
事
録
」
の
部
落
問
題
関
係
の

目
録
、
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
こ
の
編
纂
委
員
会

の
委
員
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
小
林

茂
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
努

力
に
よ
っ
て
進
捗
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
九
九
三
年
の
八
月
一
一
一
日
、
事
業
な
か

ば
に
し
て
惜
し
く
も
小
林
先
生
は
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
を
う
け
て
、
微
力

な
が
ら
私
が
本
編
纂
委
員
会
の
委
員
長
に

選
出
さ
れ
、
そ
の
計
画
の
具
体
化
を
継
承

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
。

あ
ら
た
な
研
究
成
果
の
構
築
は
、
綿
密

な
史
料
の
収
集
と
整
理
、
そ
し
て
そ
の
科

学
的
な
分
析
な
く
し
て
達
成
し
う
る
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
す
ぐ
れ
た
問
題
意

識
の
共
有
と
新
し
い
研
究
分
野
の
開
拓
な

し
に
は
、
充
分
な
実
り
を
も
た
ら
し
う
る

は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
、

調
査
・
研
究
の
組
織
を
よ
り
整
備
し
、
ま

た
関
係
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
の
も
と

に
、
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
な
本
格
的

な
大
阪
の
部
落
史
編
纂
事
業
に
取
組
む
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
次
計
画
と
し

て
、
一
九
九
五
年
度
か
ら
一
九
九
九
年
度

ま
で
を
八
前
期
Ｖ
、
二
○
○
○
年
度
か
ら

二
○
○
四
年
度
を
八
後
期
Ｖ
と
す
る
長
期

「
大
阪
時
事
新
報
」
・
「
大
阪
朝
日
」
・
「
大
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大阪の部落史委員会の体制

編纂委員会（Ａ）

協力委員会（Ｂ）

l－ｌ 企画委員会（Ｄ）企画顧問委員会（Ｃ）

各地区の歴史研究会（者）の会合（Ｆ） 研究会（Ｅ）

事務局（Ｇ）

し
て
、
充
実
し
た
大
阪
の
部
落
史
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
、
差
別
か
ら
の
人
間
の
解

放
へ
向
か
っ
て
の
明
日
へ
の
展
望
を
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
こ
え
て
実
証
的
に
明
ら
か

に
し
て
い
く
仕
事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
大
阪
府
・
大
阪
市
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
ま
す
ま
す
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

（
Ａ
）
編
纂
委
員
会

委
員
長
上
田
正
昭
（
大
阪
女
子
大
学
）

委
員

高
橋
正
人
蔀
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
）

松
岡
徹
（
同
前
）

寺
本
知
夫
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
）

大
賀
正
行
（
同
前
）

吉
田
信
太
郎
（
大
阪
市
同
和
事
業
促
進

協
議
会
）

中
本
順
一
（
同
前
）

村
越
末
男
（
部
落
解
放
研
究
所
）

友
永
健
三
（
同
前
）

向
井
正
（
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
）

秋
定
嘉
和
（
池
坊
短
期
大
学
）

寺
木
伸
明
（
桃
山
学
院
大
学
）

の
調
査
と
研
究
の
目
標
を
設
定
し
、
通
史

編
、
史
料
編
、
年
表
・
補
遺
・
索
引
を
含

む
全
一
○
巻
の
構
想
の
具
体
化
を
め
ざ
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

基
礎
的
な
史
料
を
可
能
な
か
ぎ
り
収
集

ハ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
Ｖ
大
阪
府
、
大

阪
市
、
市
長
会
、
町
村
長
会

（
Ｂ
）
協
力
委
員
会

・
部
落
解
放
同
盟
各
支
部

・
同
和
事
業
促
進
各
地
区
協
議
会

（
Ｃ
）
企
画
顧
問
委
員
会

委
員
長
上
田
正
昭

宮
田
登
（
神
奈
川
大
学
）

八
中
世
Ｖ

山
路
興
造
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
）

八
近
世
Ｖ

牧
英
正
（
奈
良
産
業
大
学
）

八
近
代
Ｖ

辛
基
秀
（
青
丘
文
化
ホ
ー
ル
）

小
山
仁
示
（
関
西
大
学
）

（
Ｄ
）
企
画
委
員
会

委
員
長
上
田
正
昭
（
大
阪
女
子
大
学
）

八
古
代
Ｖ

井
上
満
郎
（
京
都
産
業
大
学
）

八
中
世
Ｖ

布
引
敏
雄
（
大
阪
明
浄
女
子
短
期
大
学
）

八
近
世
Ｖ

寺
木
伸
明
（
桃
山
学
院
大
学
）

中
尾
健
次
（
大
阪
教
育
大
学
）

八
近
代
Ｖ

秋
定
嘉
和
（
池
坊
短
期
大
学
）

北
崎
豊
二
（
大
阪
経
済
大
学
）

八
戦
後
Ｖ

渡
辺
俊
雄
（
部
落
解
放
研
究
所
）
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大
阪
の
部
落
史
編
纂
事
業
は
、
府
下
及

び
全
国
に
散
逸
し
た
貴
重
な
文
献
等
を
収

集
・
整
理
し
、
部
落
差
別
の
歴
史
、
こ
れ

に
対
す
る
先
達
の
様
々
な
取
組
み
な
ど
を

集
大
成
す
る
と
と
も
に
科
学
的
に
研
究
・

分
析
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
府
市
民
に
同

和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深

め
、
同
和
問
題
の
根
本
的
解
決
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
府

と
し
て
も
、
極
め
て
有
意
義
か
つ
時
宜
を

得
た
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
阪
の
部
落
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て

は
、
従
前
よ
り
、
編
纂
の
た
め
の
準
備
を

着
々
と
進
め
ら
れ
、
今
年
度
よ
り
一
○
年

計
画
で
本
格
的
な
事
業
着
手
に
踏
み
出
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
府
に
お
い
て
は
、
編
纂
委
員
会
の
事

務
局
を
担
当
さ
れ
る
部
落
解
放
研
究
所
の

御
協
力
を
得
な
が
ら
、
大
阪
市
と
共
に
、

こ
の
大
事
業
が
計
画
ど
お
り
推
進
さ
れ
る

可
能
な
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

濱
本
啓
義
（
大
阪
府
同
和
対
策
室
次
長
）

太
阪
広
部
■
繼
圧
に
溌
斗
編
纂
事
業
嬢
霧
醤
て

大
阪
の
部
落
史
編
纂
委
員
会
は
、
一
九

九
二
年
七
月
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連

合
会
、
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
、

大
阪
市
同
和
事
業
促
進
協
議
会
、
部
落
解

放
研
究
所
、
さ
ら
に
は
、
多
く
の
研
究
者

の
ご
参
加
を
得
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

発
足
に
あ
た
り
関
係
者
の
非
常
な
ど
努
力

が
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

の
ご
努
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
阪
市
内
に
お
い
て
も
、
各

地
域
の
部
落
史
の
掘
り
お
こ
し
が
な
さ
れ

４
つ
可
能
な
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
所

存
で
す
。

ど
う
か
、
今
後
、
こ
の
編
纂
事
業
が
計

画
ど
お
り
順
調
に
進
み
、
こ
れ
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
貴
重
な
成
果
が
、
同
和
問
題
の

早
期
解
決
を
図
る
上
で
、
行
政
及
び
府
民

各
層
の
取
組
み
に
お
い
て
十
二
分
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
、
簡
単

な
が
ら
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
大
阪
市
史
」
を

補
完
す
る
事
業
と
し
て

室
力
松
（
大
阪
市
民
生
局
理
事
）

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な

こ
と
に
大
阪
府
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
部

落
史
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
本
編
纂
事
業
を

大
阪
市
史
を
補
完
す
る
事
業
と
し
て
受
け

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
九
五
年
度
か
ら
一
○
年
に
わ
た
り

関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、
本
格
的
な
史

料
収
集
と
史
料
集
・
通
史
の
編
纂
で
大
阪

の
部
落
史
編
纂
事
業
が
成
功
裡
に
終
わ
ら

読売新聞1995年４月29日

解
放
研
な
ど
が

Ⅲ
年
計
画
で

部
落
解
放
研
究
所
（
大
阪
市
）

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
十
年

計
画
で
大
阪
の
部
落
史
を
編
さ

ん
す
る
事
業
が
二
十
八
曰
、
始

ま
っ
た
。
Ａ
５
判
、
五
百
寺
の

通
史
や
史
料
編
全
十
巻
を
刊
行

す
る
構
想
だ
。

上
田
正
昭
大
阪
女
子
大
学
長

を
委
員
長
に
「
大
阪
の
部
落
史

大
阪
の
部
落
史
編
さ
ん

蝋
謹
”
通
史
史
料
編
の
金
川
巻

委
員
会
」
を
組
織
。
こ
の
曰
は

部
落
解
放
同
盟
の
支
部
な
ど
で

つ
く
る
協
力
委
員
会
の
初
会
合

が
開
か
れ
、
上
田
学
長
が
「
貴

重
な
史
料
を
持
っ
て
い
る
人
の

理
解
や
協
力
が
な
け
れ
ば
十
分

な
部
落
史
が
編
さ
ん
で
き
な

い
。
差
別
か
ら
の
解
放
、
人
間

の
解
放
に
向
か
っ
て
明
曰
へ
の

解
放
運
動
は
御
承
知
の
よ
う
に
「
啓
発

の
時
代
」
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

啓
発
に
は
や
は
り
科
学
的
な
基
礎
が
必
要

で
す
。
つ
ま
り
、
部
落
差
別
や
特
に
伝
統

的
な
差
別
意
識
へ
の
啓
発
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
や
は
り
歴
史
研
究
が
大
き

な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

「
啓
発
の
時
代
」
に

ふ
さ
わ
し
い
歴
史
研
究
を

展
望
を
開
い
て
い
く
た
め
に

も
、
基
礎
的
な
史
料
を
収
容
し

た
部
落
史
に
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

初
年
度
は
府
、
大
阪
市
か
ら

の
計
八
百
万
円
の
予
算
で
古
文

書
の
調
査
な
ど
を
行
う
。

秋
定
嘉
和
（
池
坊
短
期
大
学
）
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部
落
史
の
教
育
的
成
果
を
め
ざ
し
た
編

纂
事
業
と
し
て
は
、
先
駆
的
な
形
で
は
す

で
に
兵
庫
県
で
一
九
六
八
～
七
四
年
に
か

け
て
取
組
ま
れ
『
兵
庫
県
同
和
教
育
関
係

史
料
集
』
（
全
三
巻
）
が
刊
行
さ
れ
、
一
方
、

部
落
史
の
分
野
に
お
い
て
も
京
都
府
で
一

九
七
七
年
か
ら
編
纂
事
業
に
取
組
み
『
京

都
の
部
落
史
豈
全
一
○
巻
、
第
一
巻
末
刊
）

が
、
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
県
で
も
ま

た
、
一
九
七
○
年
に
は
『
奈
良
県
同
和
事

業
史
』
が
、
一
九
八
三
年
か
ら
取
組
ま
れ

た
『
奈
良
県
被
差
別
部
落
史
』
（
全
六
巻
）

が
、
奈
良
市
で
も
一
九
八
三
年
に
は
『
奈

良
の
部
落
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
阪
の
府
・
市
レ
ベ
ル
の
編

纂
事
業
は
余
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の

で
、
私
に
は
そ
れ
が
奇
異
に
思
え
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
御
承
知
の
よ
う
に
近
代
以

前
、
大
阪
は
、
特
に
西
浜
を
中
心
と
し
た

皮
革
産
業
の
最
大
の
町
だ
っ
た
わ
け
で

す
。
近
代
に
入
り
ま
し
て
も
、
戦
前
ま
で

は
そ
の
地
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
｜
般

の
商
工
業
で
も
東
京
と
対
抗
す
る
レ
ベ
ル

に
あ
り
ま
し
た
。
部
落
産
業
を
担
っ
た
部

落
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
た
ち
は
、
融
和
運

動
の
基
礎
に
な
り
ま
し
た
し
、
水
平
運
動

の
基
礎
に
も
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
大
阪
は
戦
前
、
そ
し
て
さ
ら
に
は

戦
後
に
か
け
て
も
全
国
的
な
部
落
解
放
運

動
の
大
き
な
基
盤
で
な
か
っ
た
か
と
私
は

従
来
の
同
和
事
業
は
ハ
ー
ド
面
と
い
い

ま
す
か
、
劣
悪
な
部
落
の
環
境
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
中
心
的
に

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
か
な

り
成
果
も
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
中
で
、

物
の
面
か
ら
心
の
面
、
即
ち
人
権
啓
発
へ

移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
の
政

治
や
経
済
も
そ
う
で
す
が
、
依
然
と
し
て

ハ
ー
ド
面
第
一
主
義
が
あ
り
、
予
算
に
も

は
っ
き
り
現
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ハ

ー
ド
面
の
土
木
建
築
関
係
の
予
算
な
ら
億

思
っ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴

史
の
編
纂
は
兵
庫
、
京
都
、
奈
良
、
四
番

目
が
大
阪
と
大
変
遅
れ
て
い
た
か
ら
で

す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
戦
前
、
戦
後

の
解
放
運
動
の
拠
点
地
で
こ
う
い
う
部
落

史
の
編
纂
事
業
が
一
○
年
計
画
で
行
わ
れ

る
こ
と
は
大
き
な
歴
史
的
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
組
ま
れ
て
き
た
編

纂
事
業
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
意
義
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
元
の
協
力
。
参
加
を
え
た

部
落
史
研
究
を

大
賀
正
行
（
大
阪
府
同
和
事
業

促
進
協
議
会
）

悪

1蕊iｉｉ

噸
》
霊

単
位
で
つ
き
ま
す
が
、
今
回
の
大
阪
の
部

落
史
の
編
纂
事
業
の
予
算
八
○
○
万
円
を

確
保
す
る
の
に
も
苦
労
し
た
よ
う
に
、
精

神
的
な
面
と
な
る
と
な
か
な
か
予
算
が
つ

き
に
く
い
と
い
え
ま
す
。
特
に
大
阪
は
〃
商

人
の
町
〃
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
京
都
、

奈
良
に
比
べ
て
文
化
面
で
遅
れ
が
あ
り
、

部
落
史
の
編
纂
が
遅
れ
て
い
る
の
も
そ
の

一
つ
の
表
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
本
年
よ
り
、
部

落
史
の
編
纂
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
早
く
や
ら
な
い
と
史
料
も
消
え
て
い

き
ま
す
し
、
思
い
出
や
記
憶
を
持
っ
て
い

る
方
も
亡
く
な
っ
て
い
く
わ
け
で
、
本
当

は
遅
い
な
、
と
い
う
感
じ
が
す
る
ぐ
ら
い

蟻
影

艇Ｉ嚢

で
す
。
そ
し
て
部
落
史
の
編
纂
を
通
し
て
、

反
差
別
・
人
権
の
歴
史
や
伝
統
を
後
世
に

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
こ
と
は
部
落
民
や
解
放
運
動
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
府
民
に
と
っ
て
も

大
事
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
意
義
が
今
日

よ
う
や
く
理
解
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
一
つ
の
時
代
の
変
化
の
表
れ

だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
も
個
々
の
部
落
で
部
落
史
を
発

掘
し
、
そ
の
報
告
書
が
出
て
い
ま
す
が
、

大
阪
全
体
を
視
野
に
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
を
今
回
、
本
格
的
に
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
し
て
従

来
、
部
落
史
研
究
は
や
や
も
す
れ
ば
、
学

者
・
研
究
者
の
方
々
中
心
の
領
域
だ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
・

参
加
も
得
て
共
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
部
落
史
委
員
会
の
中
に
協
力
委
員

会
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
地
元

で
は
ま
だ
ま
だ
「
歴
史
や
文
化
」
よ
り
「
家

や
環
境
改
善
」
の
方
が
熱
心
だ
と
思
う
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
今
後
と
も
地
元
の
人

た
ち
の
理
解
と
参
加
を
得
て
い
く
こ
と
も

大
事
な
取
組
み
と
思
い
ま
す
。

’
○
年
と
い
う
息
の
長
い
取
組
み
が
今

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
が
、
上

田
正
昭
先
生
を
先
頭
に
関
係
者
が
協
力
し

合
っ
て
ぜ
ひ
と
も
こ
の
事
業
が
成
功
す
る

よ
う
邇
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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一
○
カ
年
計
画
と
い
う
と
長
い
気
が
し

ま
す
が
、
完
成
さ
れ
る
の
は
二
○
○
四
年

で
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
お
り
、
社
会
全

体
や
解
放
運
動
そ
し
て
解
放
同
盟
が
ど
の

よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
、
一
○
年
で
完
成

で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

運
動
の
場
合
は
差
別
撤
廃
を
め
ざ
し
前

を
向
い
て
進
む
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り

過
去
の
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
面
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
複
雑
な
情

勢
の
中
で
質
的
に
前
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
運
動
と
い
う
も

の
を
明
確
に
総
括
し
て
お
く
こ
と
は
重
要

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
大
阪
の
部
落
史
編
纂
事

業
は
立
派
な
も
の
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
条

件
が
熟
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

部
落
史
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
、
私
ど

も
は
ど
う
い
う
こ
と
が
「
通
説
」
な
の
か

は
十
分
熟
知
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
通
説
」

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
現
実
の
史
料
に
即
し
た

歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
恩

運
動
の
前
進
の
た
め
に
も

明
確
な
歴
史
の
総
括
を

高
橋
正
人
（
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
）

大
阪
の
部
落
史
編
纂
事
業
の
最
終
目
的

は
、
史
料
の
編
纂
・
刊
行
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
リ
パ
テ
ィ
お
お
き
か
は
資
料
の
展

示
・
公
開
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
最
終

目
標
は
違
い
ま
す
が
、
部
落
史
の
史
料
を

調
査
・
収
集
し
、
新
し
い
歴
史
を
掘
り
起

こ
し
て
い
く
作
業
と
い
う
点
で
は
全
く
同

じ
作
業
を
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
志
し
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
ど
も
の
持
て
る
力
を
編
纂
事
業

に
提
供
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
は
本
年
一
二
月
五

日
、
新
装
し
て
展
示
事
業
を
展
開
し
て
い

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
解

放
運
動
に
と
っ
て
も
、
新
た
な
部
落
史
の

解
明
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激

に
な
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
解
放
運
動
だ
け

で
は
な
し
に
大
阪
の
民
衆
史
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
や
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
で
も
、
今
回
の
編
纂
事
業
は
画

期
的
な
こ
と
で
、
大
阪
府
連
と
し
て
も
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
し
い
歴
史
の掘
り
起
こ
し
を
共
に

今
井
健
嗣
（
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
）

く
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
折
は
展
示

の
方
は
是
非
と
も
御
覧
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
が
、
同
時
に
史
料
の
保
管
と
い
う

「
大
阪
の
部
落
史
」
研

く
古
代
。
中
世
〉

古
代
の
被
差
別
民
ｌ

中
世
の
被
差
別
民
ｌ

〈
近
世
〉

近
世
か
わ
た
村
の
概
況

部
落
寺
院
と
真
宗
教
団

摂
津
。
河
内
・
和
泉
の

多
様
な
「
情
念
的
」
賤

身
分
解
放
の
闘
い

か
わ
た
役
負
担
論
の
射
程

か
わ
た
生
業
構
造
の
特
質

近
世
か
わ
た
村
の
生
活
Ｉ

近
世
部
落
の
成
立
過
程
の
具
体
相

賤
民
ｌ
聖
。
夙
・
陰
陽
師
を
中
心
に

研
究
の
成
果
と
課
題

「
非
人
」

「
家
観
念
」
を
中
心
に こ
と
で
は
一
級
の
設
備
を
整
備
し
て
い
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
面
で
は
積
極
的
に

御
協
力
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

「
大
阪
の
部
落
史
」

編
纂
委
員
会
編

『
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
上

Ａ
５
版
四
一
一
一
六
頁

定
価
五
五
○
○
円
（
税
別
）

握
一
瓢
」
擢
灘

も
く
じの
び
し
ょ
う
じ

の
び
し
ょ
う
じ

中
尾
健
次

藤
原
有
和

左
右
田
昌
幸

小
西
愛
之
助

森
田
康
夫

中
尾
健
次

寺
木
伸
明

森
明
彦

吉
田
徳
夫

上
田
正
昭



大阪の部落史通信 (6)

不
正
に
対
す
る
訴
訟

ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
よ
り
八
年
前
の
弘

化
二
年
二
八
四
五
）
、
河
内
国
若
江
郡
西

郡
村
で
は
、
被
差
別
部
落
の
内
部
で
打
ち

穀
し
事
件
が
お
き
た
。

西
郡
村
（
現
在
は
八
尾
市
に
属
す
）
は

総
高
一
八
四
九
石
余
の
村
だ
が
、
本
村
よ

り
二
丁
ほ
ど
隔
て
て
枝
郷
の
字
東
歩
が
あ

っ
た
。
字
東
歩
は
高
二
四
六
石
余
で
一
五

三
軒
の
被
差
別
部
落
民
が
居
住
す
る
村
で

あ
る
。
字
名
に
つ
い
て
は
、
写
本
で
は
歩

と
も
寄
と
も
読
め
、
東
歩
か
東
寄
か
判
然

と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
一
応
「
東
歩
」

と
し
て
お
く
。

さ
て
、
こ
の
打
ち
穀
し
事
件
の
発
端
は
、

年
貢
の
納
入
を
め
ぐ
る
い
ざ
こ
ざ
に
あ

る
。
弘
化
二
年
四
月
、
東
歩
の
人
々
の
う

ち
二
六
人
は
、
本
村
の
庄
屋
や
年
寄
ら

の
年
貢
納
入
に
関
わ
る
取
扱
い
に
不
正
が

あ
る
の
で
は
と
疑
念
を
抱
き
、
江
州
大
津

の
陣
屋
に
訴
え
出
た
。
当
時
の
領
主
は
『
中

河
内
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
松
平
右
京
太
夫
、

角
川
書
店
『
大
阪
府
地
名
大
辞
典
』
で
は

「
河
州
西
郡
村
磯
多
共
乱
妨
打
段
一
件
」

単
に
幕
領
と
記
さ
れ
て
い
て
、
今
の
と
こ

ろ
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
訴
訟
は
七
月
三
日
に

は
「
御
吟
味
取
下
ゲ
」
と
な
る
。
こ
の
訴

訟
に
参
加
し
な
い
三
七
人
が
い
た
こ
と

が
、
こ
の
訴
訟
を
貫
徹
で
き
な
い
理
由
で

あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
内
部
に
裏
切
り
者

（
本
村
に
味
方
す
る
者
）
が
い
て
は
ダ
メ

な
の
だ
。
こ
う
し
て
こ
の
訴
訟
は
失
敗
に

終
わ
る
が
、
そ
れ
以
後
、
東
歩
の
内
部
で

は
対
立
が
激
化
し
た
。

騒
動
の
推
移

こ
の
対
立
の
中
で
小
さ
な
喧
嘩
が
相
次

ぎ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
七
月
一
七
日
、

騒
動
が
お
こ
っ
た
。
当
時
、
東
歩
に
居
あ

わ
せ
た
無
宿
え
た
由
松
と
亀
蔵
（
二
人
と

も
東
歩
の
出
生
）
は
、
三
二
人
方
（
訴
訟

不
参
加
三
七
人
の
う
ち
五
人
は
極
貧
困
者

な
の
で
論
外
と
し
、
残
り
の
三
二
人
）
が

本
村
に
味
方
し
勢
力
を
伸
ば
し
、
そ
の
上
、

一
一
六
人
の
者
に
傷
を
負
わ
せ
た
と
一
一
一
一
口
い

た
て
、
仕
返
し
を
す
る
の
で
一
諸
に
立
ち

上
が
れ
と
説
い
て
回
っ
た
。

布
引
敏
雄
（
大
阪
明
浄
女
子
短
期
大
学
）

由
松
と
亀
蔵
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
、

二
六
人
方
の
う
ち
七
○
人
が
行
動
を
共

に
し
た
。
由
松
と
亀
蔵
は
割
薪
を
持
っ
て

群
衆
の
先
頭
に
立
ち
、
三
二
人
方
の
行
事

や
そ
の
他
の
住
居
八
軒
を
襲
い
、
入
口
や

戸
障
子
な
ど
を
打
ち
段
す
乱
暴
を
働
い

た
。襲
わ
れ
た
三
二
人
方
の
人
々
は
、
身
の

危
険
を
感
じ
て
老
人
や
妻
子
を
連
れ
て
本

村
へ
逃
げ
こ
ん
だ
。
打
ち
穀
し
の
群
衆
は

な
お
も
本
村
を
襲
う
勢
い
を
見
せ
た
の

で
、
本
村
の
方
で
も
、
こ
の
騒
動
に
対
処

す
る
た
め
に
行
動
を
開
始
し
た
。
そ
れ
を

察
知
し
て
由
松
と
亀
蔵
が
引
き
返
し
た
の

で
、
彼
ら
に
従
っ
て
い
た
群
衆
も
家
に
帰

り
騒
動
は
終
息
し
た
。

翌
七
月
一
八
日
、
支
配
御
役
所
手
代
に

よ
る
召
捕
り
が
行
な
わ
れ
た
が
、
由
松
と

亀
蔵
は
い
ず
こ
へ
と
も
知
れ
ず
逃
げ
う
せ

て
し
ま
っ
た
。
騒
動
に
参
加
し
た
人
々
は

逮
捕
さ
れ
、
主
だ
っ
た
者
は
七
月
二
三
日

に
は
大
津
陣
屋
に
入
牢
、
’
○
月
一
二
日

に
出
牢
を
許
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
元

行
事
の
半
兵
衛
の
み
は
首
謀
者
と
見
な
さ

こ
の
騒
動
は
、
一
見
す
る
と
被
差
別
部

落
内
部
の
対
立
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
そ
う
で
は
な
く
、
被
差
別
部
落
内
部
の

階
層
間
の
対
立
と
枝
郷
・
東
歩
と
本
村
の

対
立
が
複
雑
に
錯
綜
し
た
も
の
だ
。

東
歩
内
部
の
階
層
間
対
立
は
、
訴
訟
に

も
姿
を
現
し
て
い
る
。
訴
訟
参
加
の
二

六
人
方
で
、
か
つ
打
ち
段
し
に
参
加
し
入

牢
を
命
ぜ
ら
れ
た
喜
右
衛
門
ら
は
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
無
高
で
「
小
作
農
業
渡
世
」

の
人
々
で
あ
り
、
ま
た
打
ち
段
し
不
参
加

の
人
々
も
無
高
で
「
雪
駄
」
作
り
や
「
革

細
工
」
の
人
々
で
あ
っ
た
。

一
方
、
三
二
人
方
の
人
々
は
僅
少
な
が

ら
も
高
持
ち
で
あ
り
「
雪
駄
」
作
り
や
「
革

細
工
」
を
渡
世
と
す
る
人
々
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
概
し
て
一
一
一
一
口
え
ば
打
ち
穀
し
参
加

勢
力
は
無
高
層
で
あ
り
、
訴
訟
不
参
加
組

は
高
持
ち
で
あ
る
。

年
貢
は
米
納
で
、
東
歩
の
人
々
は
「
往

古
よ
り
最
寄
村
方
作
徳
米
之
内
買
替
納
来

候
」
、
つ
ま
り
近
隣
の
村
々
よ
り
購
入
し
て

納
め
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
無
高

の
人
々
に
と
っ
て
は
シ
ン
ド
イ
課
説
だ
っ

れ
た
た
め
か
吟
味
が
継
続
さ
れ
、
翌
弘
化

三
年
（
’
八
四
六
）
六
月
、
吟
味
中
に
病

死
し
て
い
る
。

騒
動
の
背
景ｌ
部
落
内
の
階
層
分
化
Ｉ
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た
。
年
貢
納
入
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
無
高
層

が
結
集
し
、
高
持
ち
が
不
参
加
（
本
村
方

に
味
方
）
と
い
う
構
図
は
、
そ
の
ま
ま
打

ち
段
し
に
連
な
っ
て
い
る
。

騒
動
の
背
景

ｌ
本
村
の
枝
郷
支
配
Ｉ

こ
の
階
層
間
の
対
立
に
、
重
複
し
た
の

が
本
村
に
よ
る
枝
郷
支
配
の
矛
盾
で
あ
ろ

う
。
被
差
別
部
落
に
対
す
る
差
別
は
、
江

戸
時
代
後
期
に
は
武
士
支
配
の
維
持
の
た

め
に
弥
増
し
に
強
化
さ
れ
、
枝
郷
支
配
に

も
強
く
影
を
落
と
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
枝

郷
の
東
歩
に
は
「
え
た
行
事
役
」
が
お
か

れ
た
が
、
そ
の
任
免
は
本
村
役
人
の
専
決

か
領
主
の
承
認
を
要
す
る
も
の
か
に
つ
い

て
も
、
こ
の
一
件
で
は
対
立
の
論
点
と
な

っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
村
に
よ

る
枝
郷
支
配
が
東
歩
住
民
の
意
思
を
無
視

す
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
村
の
庄
屋
・
年
寄

ら
に
よ
る
年
貢
取
扱
い
に
疑
念
が
生
じ
た

の
だ
。
し
か
も
、
被
差
別
部
落
内
部
の
上

層
が
本
村
方
に
味
方
す
る
行
為
に
出
た
。

前
記
の
よ
う
に
無
高
の
者
ら
は
「
小
作
農

業
渡
世
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
主
は
本

村
百
姓
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
地

主
ｌ
小
作
関
係
の
対
立
が
、
本
村
年
寄
ら

に
よ
る
年
貢
徴
収
の
不
正
疑
惑
に
重
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

地
元
地
区
の
歴
史
や
生
活
の
教
材
で
同

和
教
育
の
実
践
を
し
た
い
と
願
う
貝
塚
市

内
の
小
中
学
の
教
師
た
ち
が
、
む
ら
の
歴

◆
む
ら
と
む
す
び
つ
い
た
教
材
で
教
え
た
い

ｌ
塵
史
と
生
活
を
掘
り
起
こ
す
会
鰄
の
始

ま
り 「 刃 こ
の
騒
動
は
被
差
別
部
落
民
の
枝
郷
支

配
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、

差
別
の
元
凶
で
あ
る
封
建
社
会
の
基
盤
を

突
き
崩
す
行
為
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
よ
う
。
こ
の
騒
動
は
被
差
別
部
落

住
民
の
敗
北
と
い
う
形
で
決
着
す
る
が
、

時
代
を
進
め
る
大
き
な
う
ね
り
の
中
の
一

波
で
あ
っ
た
。

各地区の部落史研究

東の歴史と生活を

堀り起こす会

L二 」

東
地
区
に
関
係
す
る
江
戸
時
代
の
歴
史

史
料
（
「
福
原
家
文
書
」
）
が
、
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
も
二
千
点
あ
ま
り
と
い
う

ぼ
う
大
な
数
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
読

み
解
い
て
い
け
ば
、
江
戸
時
代
の
岸
和
田

藩
の
支
配
や
、
む
ら
の
生
活
の
実
態
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。

「
福
原
家
文
書
」
の
発
見
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
昨
年
一
月
に
「
東
の
歴
史
と

生
活
を
掘
り
起
こ
す
会
」
の
活
動
が
再
出

発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
掘

り
起
こ
す
会
の
活
動
に
参
加
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
地
元
支
部
の
人
た
ち
を
は
じ

め
、
小
中
高
の
学
校
先
生
、
部
落
史
に
興

味
を
持
つ
人
た
ち
、
市
外
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
が
約
七
○
名
集
ま
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

「
掘
り
起
こ
す
会
」
の
活
動
は
、
古
文

◆
古
文
書
が
一
一
千
点
、
む
ら
の
歴
史
を
明
ら

か
に
す
る
期
待

史
を
調
べ
、
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

や
が
て
〃
東
の
歴
史
と
生
活
を
掘
り
起
こ

す
会
〃
に
な
り
、
四
年
間
の
活
動
の
成
果

は
、
「
島
村
の
歴
史
と
生
活
」
と
い
う
本
に

な
り
ま
し
た
（
’
九
八
三
年
）
。
そ
の
後
、

「
村
め
ぐ
り
町
づ
く
り
」
と
い
う
冊
子

を
つ
く
り
、
会
の
活
動
は
中
断
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

書
を
読
み
解
く
歴
史
班
と
聞
き
取
り
班
に

分
か
れ
て
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

歴
史
班
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
「
福
原

家
文
書
」
の
目
録
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て

こ
ら
れ
た
藤
本
、
近
藤
の
両
先
生
に
チ
ュ

ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、
古
文
書
を
読
み
解

い
て
い
ま
す
。

聞
き
取
り
班
は
、
こ
の
一
○
年
間
、
小

学
校
の
先
生
た
ち
が
聞
き
取
っ
た
内
容
を

整
理
し
な
が
ら
、
新
た
な
聞
き
取
り
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
冊
子

に
ま
と
め
ら
れ
現
在
第
二
号
を
出
し
ま
し

た
。
歴
史
に
つ
い
て
は
、
近
世
史
だ
け
で

な
く
、
明
治
以
降
の
近
現
代
史
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
班
も
で
き
ま
し
た
。
部
落
解

放
に
結
び
つ
き
、
研
究
成
果
を
地
元
の
人

に
か
え
し
、
学
校
で
教
材
と
し
て
使
え
る

内
容
の
本
を
作
る
と
い
う
会
の
目
的
を
先

頃
の
総
会
で
確
認
し
、
二
年
目
の
活
動
に

入
っ
て
い
ま
す
。

会
は
、
事
務
局
を
解
放
会
館
の
中
に
お

き
、
会
員
の
年
会
費
（
三
千
円
）
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
月
一
回
発
行
さ
れ
る
活

動
通
信
に
活
動
日
の
連
絡
と
各
班
の
研
究

成
果
な
ど
を
の
せ
て
い
ま
す
。

（
代
表
井
上
秀
和
）

各地区の部落史研究
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…
篇

「
昔
、
お
墓
の
上
に
小
さ
な
松
の
木
を

植
え
て
な
、
そ
れ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

う
っ
と
う
し
い
く
ら
い
お
墓
の
中
、
真
っ

暗
や
っ
て
ん
。
子
ど
も
で
も
み
な
同
じ
。

自
分
の
墓
地
に
埋
め
て
な
、
松
の
木
植
え

る
。
一
人
ひ
と
り
に
松
の
木
植
え
る
か
ら

な
、
ほ
で
た
く
さ
ん
に
な
っ
て
ま
っ
暗
け

に
な
っ
て
た
わ
け
や
な
。
」
（
道
祖
本
）
と

か
、
「
骨
を
埋
め
た
あ
と
、
土
盛
り
し
て
松

の
苗
を
一
本
植
え
て
そ
の
上
か
ら
竹
の
矢

来
み
た
い
な
ん
挿
し
て
い
た
。
」
（
寝
屋
川
）

と
い
う
墓
上
の
松
の
風
習
を
ム
ラ
の
古
老

は
語
っ
て
い
る
。

ど
ま
ん
じ
ゅ
う

土
饅
頭
の
塚
に
松
を
植
え
る
と
い
う
民

俗
の
底
に
沈
む
ム
ラ
の
生
活
意
識
や
感
情

部
落
解
放
研
究
所
編

『
被
差
別
部
落
の
民
俗
伝
承
大
阪
ｌ
古
老
か
ら
の

聞
き
と
り
Ｉ
』
上
下
（
Ａ
５
判
五
四
○
頁
一
一
一
九
四
頁
）

露
書
籍
一
議
一
溌
議
糠
議
瓢
》
灘
一
議
戴
蕊
一
籍
一
総
》
議
蕊
鑛
一
繊
稗

部
落
解
雛
砺
躯
飾
錫

ま
れ
き

墓
上
の
松
を
め
ぐ
っ
て
松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

鰯

と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
か
た
ち
だ
け

こ
だ
わ

ま
く
ら
め
し

に
拘
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
枕
飯
」
を
連

想
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。
死
者
の
枕
元
に

供
え
る
「
枕
飯
」
は
、
山
盛
り
に
し
た
飯

い
た
滝
き

の
頂
に
一
本
の
箸
を
さ
し
た
も
の
で
、
死

者
の
肉
体
か
ら
遊
離
し
た
霊
魂
を
招
き
寄

そ
せ
い

よ
し
ろ

せ
蘇
生
さ
せ
る
た
め
の
源
り
代
で
あ
る
。

「
正
月
き
た
ら
何
う
れ
し
雪
み
た
い
な

マ
マ
食
べ
て
…
…
」
な
ど
と
唄
っ
た
ム
ラ

の
厳
し
い
生
活
を
背
景
に
し
て
み
る
と
、

こ
の
土
饅
頭
の
松
は
い
や
が
う
え
に
も

「
枕
飯
」
の
印
象
と
重
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

「
松
」
は
霊
を
「
待
つ
」
木
で
あ
る
。

お
し
る

古
来
よ
り
壼
壺
の
招
ぎ
代
、
綴
り
代
と
し
て
、

神
仏
や
祖
霊
が
来
臨
す
る
聖
な

る
木
と
見
な
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
能
舞
台
の
鏡
松
を
は
じ
い

よ
う
ご
う

各
地
の
影
向
松
・
降
臨
松
伝
説

を
見
て
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ

い
わ
や
と

る
。
万
葉
集
に
「
石
屋
戸
に
立

な

て
る
松
の
木
汝
を
見
れ
ば
廷
曰

の
人
を
相
見
る
ご
と
し
」
（
巻

三
・
三
○
九
）
と
あ
る
が
、
「
松
」

を
見
て
い
る
と
昔
の
人
に
逢
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
、
と

詠
ん
だ
の
は
、
「
松
」
に
霊
魂
が
宿
る
と
い

う
民
俗
意
識
に
根
ざ
し
た
発
想
で
あ
る
。

さ
て
、
墓
上
の
松
の
風
習
は
、
平
安
末
期

制
作
の
絵
巻
「
餓
鬼
草
紙
」
（
河
本
家
本
）
は
か

に
生
々
し
く
登
場
す
る
。
第
四
段
で
、
墓

は
ら
の
ざ
ら

し

原
で
野
晒
し
に
さ
れ
た
死
屍
を
食
ら
い
あ

さ
っ
て
い
る
餓
鬼
の
近
く
に
、
い
く
つ
か

の
土
饅
頭
の
塚
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
松

が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
墓
に
木
を
植
え
る

の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
高
野

山
奥
之
院
に
立
ち
並
ぶ
樹
木
の
根
元
に
は

遺
骸
が
埋
め
ら
れ
て
い
て
、
今
も
落
雷
な

ど
で
倒
れ
る
と
人
骨
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い

う
。
木
は
墓
標
と
し
て
植
え
ら
れ
た
と
い

シ
フ
。も
っ
と
も
古
代
で
は
庶
民
だ
け
の
埋
葬

う
な
い
お
と

形
態
で
な
か
っ
た
。
万
葉
集
で
は
菟
原
娘

め
こ
字
ｘ

子
の
墓
を
見
て
「
墓
の
上
に
木
の
枝
な
ぴ

け
り
」
（
巻
九
・
一
八
一
二
と
歌
っ
て
い

る
し
、
続
日
本
紀
の
慶
雲
三
年
（
七
○
六
）
、

く
鱈
り

養
老
五
年
（
七
一
一
一
）
の
条
に
も
墓
に
木

を
植
え
た
記
録
が
あ
る
。

遺
骨
や
神
（
祖
霊
）
を
二
柱
、
二
柱

．
…
：
」
と
数
え
る
の
も
、
こ
の
墓
に
木
を

植
え
る
風
習
か
ら
起
き
た
も
の
で
あ
る

テ
フ
ｏム
ラ
に
残
っ
た
墓
上
の
松
の
葬
法
に
、

古
代
び
と
の
信
仰
と
生
活
感
情
が
生
き
続

け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
見

つ
め
直
す
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の

葬
法
の
あ
り
方
を
考
え
る
、
未
来
へ
の
力

が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
文
化
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

、 名
が
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

本
年
四
月
よ
り
、
大
阪
の
部
落
史
委

御
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
｜
階
の
図
書
室

員
会
の
専
任
者
と
し
て
、
左
記
の
二

部
屋
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
気
軽
に

の
前
に
、
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
の

蕊
》
犠
一
霧
露
綴
一
議

横
山
芳
子

青
盛
透

ノ、

墓
止
の
松
を
め
ぐ
っ
て
松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

図
書
綴
鱒
》
灘
認
識
鏡
瓢
一
部
議
鹸
曇
盗
一
伝
一
議
鍵
繊
鍔
！

本
年
Ⅸ
月
よ
り
、
大
阪
の
部
落
史
委

員
会
の
専
任
者
と
し
て
、
左
記
の
二

譜
が
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

青
盛
透

横
川
芳
字

部
落
解
放
セ
ン
タ
、
▲
階
の
図
書
室

の
前
に
、
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
の

部
膳
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
気
軽
に

御
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

専
一
綴
讃
醗
紹
轟


